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学びの流れ

1年次〈導入〉

国文学の基礎を体系的に学ふ
国又学（占典又学・近代文学）、国語学、漢

文学図書館学等の各分野に科目を設

置し、1本系的に基礎知識を身に付ける。

主な科目

国語学概論 l／国文学史概説I • II/ 

古典文学講読IA~D/近代文学講読IA•B/ 

国語学講読l／漢文学講読I /

図書館概論／図書館情報資源概論

注目の科目

古典文学購義IA

2年次〈基礎〉

同文学の作品に幅広く触れる
国語・国文学に関する幅広い知識を身に

付ける科目、また、文献読解の技術を学

ぶ講読科目や書道の科目を設置。

主な科目

国文学概論1•| |／漢文学概論1• ||／国語学概論II/

古典文学講読IIA~D/近代文学講読IIA·B/

国語学講読l|／漢文学講読II/

書 I•II （漢字書法）／書物と図書館の文化史

『古事記』を読み解くことで、上代文学の魅力に迫る。

3年次〈発展〉

研究方法を修得し、実践する
講義科目により研究の対象に関する知

識と方法を修得。さらに、演習 科巨では

具体的な研究の実践へ。

主な科目

古典文学講義IIA~D/近代文学講義IIA•B/

国語史概説l|／専門演習I•IIA~H/ 

言語表現学概論 l／社会言語学／

書lll•IV（金石書法）／書論・鑑賞

「古事記』の概要を知り、実際に読み進めながら理解を深めていきます。基礎的な事柄はもちろん、

上巻「大国主神」、中巻「倭建命」については、特に重点を置いて考察。同時に、上代文学の特

質についても学んでいきます。最終的には、それぞれの話について説明できるまで理解を深めるこ

とをめざします。

害論・鑑賞 漢文学概論II
• 

カリキュラムの詳細は
こちらをご覧ください。＞＞ 

4年次〈応用〉

4年間の学びの集大成
自ら課題を発見し、調査·考察を行い、

論理的な文章を作成する能力を身に付

け、卒業論文の制作に取り組む。

主な科目

専門演習lll•IVa~i／言語表現学概論II/

書V·VI（仮名書法）／書V ll•VIII（作品制作）／

卒業論文

害を通じて民族・地域1、生まで深く理解。 日本に影響を与えた漢文学の全体像をつかむ。

書論を読み解きながら、その

時代における芸術論や書

法書体に関する概念などに

ついて考察。中国と日本の書

に対する考え方の違いを学

び、民族的・地域的なものと

の関わりまで深く理解します。

書物と図書館の文化史

図書館の今と未来を考える、

図書館司書課程の履修科目。

書物や図書館の歴史を学び、現在の図書館

におけるさまざまな取り組みを理解します。時

代を超えても変わらない図書館の特色を理

解し、未来の図書館のあり方を考えるきっか

けとなることをめざします。

古代中国の「小説」の誕生

から始まり、六朝期の志怪

小説、唐代の伝奇小説に至

る展開を概説。その後、『三

国志演義」などに代表され

る明代の白話小説が成立

した経緯や内容について理

解していきます。

国語学概論I《音声・語彙》 近代文学講読 IIA

ことばを理解するために、 芥川賞受賞作を考察し、

音声・音韻・語彙について学ぷ。 文学と時代の関連性を検討する。

音声 ・ 音韻 ・表記 ・文法 ・ 語彙などを考察する 芥川賞受賞作は、昭和の時代から、文学を

基本的な方法を学び、ことばのもつ体系や規 めぐる状況をとらえる指針となってきました。芥

則性について究明。言語科学の立場から、 川賞受賞作が当時どのように読まれ、評価さ

わが固のことばの捉え方について概括的に れたのか、同時代的視点から文学と時代性

理解することをめざします。 の問題を検討します。


